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はじめに
コロナ禍以降、オンラインによる調査は一般的な研
究手法となった。しかし対面調査と比べても実施に
負担を感じることも多い。こうした負担を取り除
き、研究者および研究協力者が共に満足のいく研究
環境を実現することが必要ではないか
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BOLDが提案する解決策

全国規模の研究協力者プールの共有：
　2025年2月現在で約1000名、34都道府県
リクルートシステムの共有：
　研究者は参加者リクルートをしなくて良い
個人情報のBOLDへの一元化：
　研究者は個人情報の管理から解放される
新しい形の縦断研究：
　研究者間の連携による効率的な縦断研究の実現

実施研究例
コア研究

・気質と乳幼児発達スケールの相互作用研究

個別研究

・乳児の色選好の性差研究(zoomを用いた選好注視法)

・Mooney faceを用いた乳児の顔知覚の発達(タブレット送付法)

・イヤイヤ期の子どもへの対処法（オンラインアンケート法）

など…

BOLDとは

・発達研究者のリクルートコストの低減
・乳幼児発達研究の普及
・新たな形の縦断研究の創出

・参加者の募集、調査補助を実施
・既存のパネル会社と異なり、乳児の登録が多い
・オンラインアンケート、オンライン実験環境を整備

特徴

ねらい

現在の発達研究の課題
・人口減少(2023年の出生数は72.3万人)
・赤ちゃん研究員リクルート・維持の困難さ
・大きなサンプルサイズ要求
・サンプルの偏り問題(大都市圏偏重)

年間出生数の推移

🔴🔴🔴🔴🔴🔴 🔴🔴🔴 🔴 🔴 🔴🔴 🔴

赤ちゃんラボのある大学の所在地

今後の展望

研究協力者と研究者の段階的な拡大

共同研究の実施

保護者視点から始まる調査の企画と実施

海外研究者の受け入れ
BOLD紹介サイト

BOLDの仕組み

BOLDに登録されている参加者の月齢分布
6m 1y 2y 3y 4y

BOLDは現在、非営利型の一般社団法人子どもと育ちのコホート研究・実践協会により運営されています。BOLDを利用したい研究者は左記法人
にご入会の上、利用していただくことになります。
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